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ようや く、 『言語 学研 究 』13号 の発行 にた ど り着 いた 。
今 号 か ら、 掲 載論 文 に は英 文の要 旨を付 けて い た だ くこ とに した。 今号 は、 初 校
を送 つ て い た だ く段 階 に なっ て初 めて要 旨を提 出 して 下さ る よ うお願 い したた め、
執筆 者 の 方 々 には た いへ ん ご迷 惑 を おか け した。 急 な依 頼 で あ った が、 執 筆 者 の 方
々 の ご協 力 を得 られ た こ とに感謝 したい。 そ れぞ れの要 旨 は、 当方 で プ リン トア ウ
トし直 した もの で あ り、 印 刷 上の 間違 い はすべ て 当方 に責任 があ る。
 『言 語 学研 究 』が有益 であ る ため には、 各 地 に郵 送す る だ けで は な く、 つ ね に ア
クセ スで き る情 報 が こち らにあ る方 が よい。 そ こで、 英 文 要 旨 をデ ー タベ ース と し
て残 して お け ば、P言 語 学 研 究 』の掲 載論 文 につ いて の情 報 を イ ンター ネ ッ トで送
る こ とが で き、 いず れは、 外部 か らanonymous FTPを 使 っ てgetで きる よ うに な
る と考 え た。 ただ、 まだ、 言語 学研 究 室でFTP siteが 構 築 で き る環 境 で はな い の
で、 当 面 は デー タベ ー スの 蓄積 を定 着 させ た い。 せっ か く投 稿 して い ただ く論 文 で
あ るか ら、 現 在利 用 で き る方法 を使 って、 で きる 限 り情 報発 信 す る よ うな体制 が で
きれ ば よい と思 う。 『言 語 学研 究 』へ の投稿 は、 この点 を ご理 解 の上、 英 文 の要 旨
を準備 して下 さる よ うお願 い します。
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